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｢名詞+の｣における叙述性の一考察
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【要旨】
西山 (2003)は ｢NPlのNP2｣という2つの名詞のくみあわせの意味と解釈について分
析を行い､｢看護婦の花子｣のようなタイプの ｢NPlの｣を ｢NPlデアル｣という意味を
有する (叙述名詞句)としている｡本稿は､この枠組みに基づいて､｢太郎が子供の時｣｢先
生と同郷の学生｣のような､3つの名詞のくみあわせにおける ｢名詞十の｣が表す (叙述性)
に関する考察を行った｡その結果､名詞のタイプと格助辞により､｢名詞+の｣における(叙
述性)には程度差があることが明らかになった｡
1.はじめに
｢ばらの花びら｣｢3匹の子豚｣｢火山の爆発｣｢今週の献立｣｢看護婦の花子｣のような2
つの名詞の組み合わせ ｢NのN｣については､鈴木 (1978-1979)､西山 (2003)を代表
とする先行研究がある｡しかし､次のような3つの名詞のくみあわせについては､本格的
な研究はまだない｡
･ガーデニングが趣味の先輩
･映画を鑑賞中の父
･1時間に1本のバス
･日本で最長の橋
･先生と同郷の生徒
･駅まで10分のアパート
上記のような場合を ｢NIXN2のN3｣と表すことにする｡次の2つの特徴がある｡
1)｢*趣味の先輩｣｢*鑑賞中の父｣｢*10分のアパート｣のように言うことはできない.
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また ｢1本のバス｣にすると意味が変わってしまう｡これらは ｢NIX｣を必須的に要
求する｡
2)N3を主題化して語順変換テストを行うと､次のようになるO従って､｢NIXN2の｣
全体がN3を (叙述)しているという構造になっていると考えられる｡
･ガーデニングが趣味の先輩 - 先輩はガーデニングが趣味だ
･映画を鑑賞中の父 - 父は映画を鑑賞中だ
･駅から10分のアパート - アパートは駅から10分だ
本稿の目的は､このような3つの名詞のくみあわせからなる構造 ｢NIXN2のN3｣を (叙
述性)の観点から分析することである｡(なお､以下ではこのような名詞のくみあわせを
連語ということがある｡)
2.本稿の目的と西山 (2003)における (叙述性)
本稿が対象とする ｢NIXN2のN3｣の分析を行うにあたって､西山 (2003)は重要な指
摘を行っている｡｢NPlのNP2｣について､(i)名詞句それ自体の言語的意味､(i)文
のなかで果たす名詞句の意味機能 (とくに指示的であるか非指示的であるかという機能)､
(ii)名詞句が登場する文の具体的使用 (たとえば発話)における当の名詞句にたいする
解釈､という3つの側面に留意して､以下のA～Eの5種類に分けている｡
タイプA:NPlと関係Rを有するNP2
例 :太郎の電車､洋子の首飾り､ピアノの音
NPlがNP2に対する付加詞 (adjunct)であり､(NPlとある種の関係を持つNP2)と
いう意味を持つケース｡｢太郎の電車｣なら､｢太郎が所有している電車｣｢太郎が
通勤に使っている電車｣｢太郎が目下乗っている電車｣と､NPlとNP2の関係の具体
的な中身は意味論レベルで予測できることではなく､語用論的に補充される｡
タイプB:NPlデアルNP2
例 :コレラ患者の大学院生､看護婦の洋子､今日,休みの先生
NPlが主要語NP2を修飾するという関係的構造を持ち､(NPlで叙述されるNP2)と
いう意味を持つケースOこのタイプの表現は ｢NP2はNPlである｣という叙述 (｢こ
の大学院生はコレラ患者だ｣等)を伴う連体修飾節をなしており､その解釈につい
ては意味論的に完結しているために､タイプAとは違って意味解釈に語用論が侵入
する余地はない｡
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タイプC:NPlによってNP2の時間領域を指定する
例 :東京オリンピック当時の君､着物を着たときの母
NPlがNP2に対する付加詞であり､NPlが時間の領域を指定し､その領域の中で､
NP2の指示対象の断片を固定するケース｡
タイプD:非飽和名詞NP2とその値NPl
例 :この芝居の主役､太郎の上司､この大学の創立者
NP2が (非飽和名詞句)(｢主役｣のように､どの芝居の主役かを指定しない限りそ
の指示対象が定まらない名詞句)であり､｢この芝居の｣のような値をNPlが設定
しているケース｡
タイプE:行為名詞NP2とその補語NPl
例 :物理学の研究､この町の破壊
修飾語NPlが､主要語NP2の補語になっているケース｡(物理学の研究-物理学を研
究する､この町の破壊-この町を破壊する)
このうちのタイプBについて､｢NPlの｣のもつ､｢である｣相当の (コピュラ)として
はたらく性質を西山 (2003)では (叙述性)と呼んでいる｡｢コレラ患者の大学生｣にお
ける統語構造を次のように示し､こう仮定することによって｢｢大学生はコレラ患者デアル｣
という主語一述語関係が明確に捉えられ｣､表層構造に変換される過程で ｢デアル｣が連
体形 ｢の｣に変わるとしている｡
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【図1】｢コレラ患者の大学生｣の構造
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冒頭にあげたような､本稿が対象とする ｢NIXN2のN3｣は､西山 (2003)における ｢タ
イプB｣に含まれるものである｡
･ガーデニングが趣味の生撃
･映画を鑑賞中の窒
･1時間に1本のZ31
･日本で最長の笹
･先生と同郷の生徒
･駅まで10分のアパート
上記のような場合､下線を引いた ｢N3｣はすべて (実質名詞)である｡この場合には､
(叙述性)があっても ｢?ガーデニングが趣味である先輩｣｢?映画を鑑賞中である父｣｢*
1時間に1本であるバス｣のような実例は基本的に出てこない｡
一方､次のように｢N3｣が｢場合｣｢時｣のような(形式名詞)である場合には､違ってくる｡
1)の場合は ｢N2の｣と ｢N2である｣の両方が可能である｡2)の場合は､非過去形の ｢N2
である｣は不自然だが､過去形 ｢N2だった｣には言い換えられる｡
1)母親が先生の塾生､子供はきびしく育てられることが多い｡
1')母親が先生である場合､子供はきびしく育てられることが多い｡
2)僕が小学生の唾､このあたりは田んぼだらけだった｡
2')僕が小学生だった時､このあたりは田んぼだらけだった｡
さらに､次のように ｢N3｣が ｢こと｣｢事実｣のような場合になると､｢N2の｣は使用
できなくなる｡｢N3｣が (形式名詞)であるというよりも､全体が名詞節化していると考
えるべきであろう｡
3) 私は母親が先生である主主を誇りに思うo
3')*私は母親が先生のことを誇りに思う｡
4) いくら否認しても､太郎が犯人である室茎は動かない｡
4り *いくら否認しても､太郎が犯人の事実は動かない｡
このように､(叙述性)には程度差があり､｢である｣に限定されるものから､｢である｣
も ｢の｣もとれるもの､さらに ｢の｣に限定されるものへと連続している｡
西山 (2003)の分類は高い評価を与えられるべきだが､(叙述性)の程度差については
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述べられていない｡また､菊池 (1996)では､｢NlがN2のN3｣に限って､3つの (名詞)
の連語のなかの (叙述性)について記述しているが､論理の整合性を重視したために実際
にはあまり使用されない非典型的な作例が多く含まれており､現実を反映しているとは言
い難い｡
そこで本論文では､実際に集めた用例をもとに ｢3つの名詞のくみあわせ｣における (叙
述性)の程度差の連続性を明らかにすることを目的とする｡
3.分析対象と結果の概要
データは､小説 (明治期以降)73篇､論述文12冊､新聞 (朝日新聞･毎日新聞)､中学･
高校用教科書3冊､漫画2冊から収集した｡(その他､地下鉄の構内アナウンスを一部使用
している｡)
｢NIXN2jの/である/だったfN3｣における､｢Nl｣の格助辞別に分類した結果は次の 【表
1】の通りである｡
【表 1】Nlの格助辞別にみた用例数の分布
｢N1｣の格 N2の N2である N2だった 小計
Nlが N2匿)/である/だったiN3 103 211 34 348
Nlと N2iの/である/だったiN3 89 2 3 94
Nlに N2壬の/である/だったiN3 62 0 4 66
N1で N2iの/である/だったiN3 56 0 2 58
NlからN2jの/である/だったiN3 44 1 0 45
NlよりN2め /である/だったiN3 17 0 0 17
Nlを N2め /である/だったiN3 3 0 0 3
N1ヘ N2iの/である/だったiN3 2 0 0 2
NlまでN2iの/である/だったiN3 1 0 0 1
【表1】から､次のことが分かるo
1)｢N2の｣とともに ｢N2である/だった｣が多いのは､｢Nlが｣の場合である｡
2)｢Nl｣が､｢Nlと｣以下のその他の (格)をとる場合には､｢N2の｣が基本であり､｢N2
である｣はほとんど使用されない｡(｢N2だった｣は若干ある｡)
3)｢Nlを｣以下では全体の用例数自体が少なくなり､3例以下である｡
以下では､次の点に留意して､｢NIXN2のN3｣構造における (叙述性の程度差)の分析
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を行う｡
i)｢N2である/だった｣の有無
i)｢Nl｣の格
ii)｢N:与｣の名詞のタイプ
4.｢NIXN2のN3｣構造のタイプ
以下､次のように大きく3分類して述べる｡｢Nlガ｣の場合を､タイプ①とタイプ⑦に
分けるoタイプ①については ｢N2の｣という形は無いのであるが､タイプ⑦との連続性を
考えるために､まず､タイプ①について､4.1.で考察することにする｡
タイプ① :NlガN2匿/であるiN3
(｢母親が先生であること｣のタイプ)
タイプ① :NlガN2jの/であるiN3
(｢母親が先生 iの/であるi場合｣のタイプ)
タイプ③ :Nl(Ⅹ)N2jの/二手あるtN3
(｢母親と反対の性格｣｢母親に特有の性質｣のように､Nlが ｢ガ格｣以外
のタイプ)
4.1.タイプ① :NlガN2ゆ/であるiN3
タイプ①の特徴は次の3点であり､最も (叙述性)の強いものである｡
･N2が､(コピュラ)の ｢である｣しかとることができず､｢N2の｣の形をとること
ができない｡
･Nlは､｢ガ格｣である｡
･N3は､実質的意味がない (形式名詞)である｡
Nlは ｢ガ格｣しか現れない｡そして､構造の点では､[Nl+N2]のまとまりに､｢Nlは
N2である｣(N2によってNlを叙述する)という名詞述語文としての性格がはっきり備わっ
ている｡それと相的して､N3は意味内容が最も希薄な ｢こと｣にほぼ限定される｡よって､
タイプ①は､｢内容節｣ 1)であると言えよう｡
1.それが民であることを知っているので､江藤はさらに警戒し､用心ぶかくなってい
たO(青春の庄鉄)
2.男の方の顔は半分雪面に傭伏しているので誰か判らなかったが､鮎太はそれを確か
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めなくても､それが大学生の加島であることを信じて疑わなかった｡(あすなろ)
3.この船が､二十日前にヴェネツィア艦隊を探す使命をおびて包囲を脱出していった
船であることは､たちまち船着場から､市のすみずみにまで広まった｡(コンスタン
ティノープルの陥落)
N3が ｢こと｣以外では､｢点｣｢ところ｣｢代り｣｢事実｣がみられた｡｢こと｣に比べれば､
いずれもごく少数だったが､｢内容節｣を構成する点で､｢こと｣と共通する2)0
4.ここで､Bという女性は､たしかに夢を見た人が男性である点から考えて､彼の ｢生
きてこなかった｣面を多くもってあるのは当然であるが､ユングはこのような異性像
は､影と区別して考えている｡(無意識93)
5.高槻城主高山右近が無二の天主教徒であるところから､宣教師オルガンチノを派遣
して説かせた｡(国盗り物語)
6.｢この会社は､私が一番の出資者である代りに､実際の仕事は友達がやってくれて
いるので､毎日事務所へ出る必要はないのですが､(略)｣(痴人の愛)
7.私がまだ未婚である事実に貴殿の注意を喚起いたしたく存じます｡(裸の王様)
4暮2.タイプ② :NlガN2iの/であるIN3
タイプ①の特徴は次の3点であり､タイプ①に次いで (叙述性)の強いものである｡
･N2が ｢である｣も ｢の｣もとることができる｡
･Nlは ｢ガ格｣である｡
･N3は､タイプ①と同様に､実質的意味が少ない (形式名詞)である｡
タイプ②は､N2が､(コピュラ)の ｢である｣をとることができるが､同時に ｢の｣の
形もとることができるという点で､タイプ①に次いで (叙述性)の強いものである｡
Nlの格助辞についてはタイプ①と同様､｢ガ格｣しか現れない｡これに関連して､連語
の構造の点では､タイプ①ほどではないが､[Nl+N2]のまとまりに､｢NlはN2である｣(N2
によってNlを叙述する)という名詞述語文としての性格が備わっている｡このことから､
N2が文を終えるはたらきを持つようになり､そのため､タイプ①と同様に､N3は意味内
容が希薄な く形式名詞)に限定される｡
タイプ②は､2つに下位分類できる｡
(a)｢NlがN2の/である｣N3:タイプ①寄り
N3-場合､証拠
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(ち)｢NlがN2の/だった｣N3:タイプ③寄り
N3-とき､ころ､時代､日
下位タイプ (a)は､(ち)とちがい ｢N2である｣もとることができるという点で､(ら)
よりもタイプ①に近い｡下位タイプ (b)は､｢N2だった｣は許容するものの ｢N2である｣
はとれないという点で､後述するタイプ③に近い｡
(a)N3が形式名詞 ｢場合｣の場合
N3の典型的な形式名詞は ｢場合｣である｡例8-11は ｢N2の｣であり､例12､13では
｢N2である｣である｡その他では､例14､15のような ｢証拠｣がごく少数あるだけであり､
タイプ②としては､(a)よりも (b)のほうが典型的である｡
8.多発した肺がんの一方が早期肺がんの場合に､これをPDTで消滅させ､他方を手
術する場合｡(肺がん200)
9.だが､子供にとっては戸籍上の母 (日本人)､遺伝上の母 (卵子提供者)､産みの母 (代
理母)が別々の場合があり､親権や相続権に関して法律上の トラブルを懸念する声が
以前から上がっている｡(毎日1998/1/7朝刊 1面)
10.しかし､彼の説に従えば､両親がともに左利きの場合には､子供は (略)全員が
左利きにならなくてはなりません｡(右利き96)
ll.使用者が人間の場合は記憶に過重な負担となって､テクス トの処理を困難にする
ばかりでなく､記号体系そのものを使いこなせなくするということすらありうる｡(記
号143)
12.｢記号表現｣と｢記号内容｣のいずれかが不確定である場合には､事情は異なってくる｡
(記号70)
13.で､この兄弟が同性である場合に､その子供同士を平行いとこといい､異性であ
る場合には､同じく交叉いとこという｡(構造77)
14.｢いいか､桃子､この家がどん百姓の証拠に､たとえば誰ひとり芸術を解する者が
いない｡｣(橡家の人びと)
15.｢金子が､ トレードマネーはこちらで払うからうちのジムに来ないか､という話を
持ちかけてきたのだという｡それが本気である証拠には､すでに船橋ジムにも話を通
し､150万でいいという内諾を得ているらしい｡｣(一瞬)
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(b)N3が (時間)に関する名詞の場合
N3は｢時｣｢ころ｣｢時代｣のような(時間)をあらわす名詞である｡N2も､下記のように｢年
齢｣｢成長段階｣｢社会的身分｣といった時間に関わる名詞になる｡そして､タイプ①とは
違い､N2が ｢である｣のものは見られないが､過去時制を示すために､例19､20のように､
N2が ｢だった｣の形をとっているものもみられる｡
16.父親｡僕が七歳の時､僕と母親を捨てて出ていった男のことだ｡(反乱63)
17.私が子供のころ､田舎では夏になるとクサギの虫を売りに来る木樵がおりまして､
私も虫封じのため食べさせられたことがありました｡(黒い雨)
18.僕が小学生の時､僕と母親を捨てた父親は､羽振りのよかった時代を経て､今は
借金まみれの人生だ｡(反乱147)
19.お鈴はお芳が女中だった時から､彼女を悪人と思ったことはなかった0(玄鶴山房)
20.ナポレオンは､自分が統領だった時代の1804年に､『ナポレオン法典』というもの
を制定した｡(歴史169)
N2のタイプとしては､上記のような場合が多いが､下記のように､Nlで示される人物
等がN2で示される状態にあることによって､時間を指定する場合もある｡過去を明示する
場合には､｢だった｣が使用できる｡
21.皆が長髪の時代に､髪を短くしている｡(太郎物語)
22.河兄が遅番の日は､パートの帰り道に蒼子は寄り道をする｡(ブルー55)
23.そして､内藤の体調が最悪の時に､ソウルへ向かわなくてはならなかったのだ｡(一
瞬)
4.3.タイプ③ :Nl(x)N2iの/二手あるiN3
タイプ③の特徴は次の点であり､タイプ②よりも (叙述性)の弱いものである｡
･N2は ｢N2の｣しかとることができず､｢である｣をとることができない｡｢だった｣
もほとんど使用されない｡
･Nlは ｢ガ格｣以外である｡
･N3は実質名詞である｡
タイプ③はN2が､(コピュラ)の ｢である｣｢だった｣をとることができず (できにくく)､
｢の｣の形に限定される点で､(叙述性)の弱いものである｡Nlの格助辞についてはタイプ①､
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⑦とは違い､｢ガ格｣以外のものが現れる｡これに関連して､[Nl十N2]のまとまりに ｢Nl
はN2である｣(N2によってNlを叙述する)という名詞述語文としての性格は備わっていな
い ｡Nzが ｢である｣のような (コピュラ)としてのはたらきをそれほど持っていないこ
とから､N2は文を終えるはたらきを持たず､そのためN3は実質的な意味内容を有するも
のになる｡タイプ①､①よりも､連体修飾的な性格の強いものである｡また､N2の名詞
のタイプが限定され､形容詞相当の意味内容である場合も多く､村木 (1998,2000,2002,
2003)のいう第三形容詞的3)なものである｡
Nlは様々な格助辞をとることができるので､以下､Nlの格助辞別に下位タイプを記述
する｡
4.3.1.Nlが ｢卜格｣の場合
この場合､(C)N2が (関係名詞)であるものと､(d)N2が (動作名詞)であるもの
の2種類に分けられる｡
(C)N2が (関係名詞)の場合
Nlが ｢ト格｣である場合のほとんどは､この下位タイプである｡Nlで示されるものと
N3で示されるものがN2で示される関係にあることを示す｡N2は､NlとN3が ｢同｣である
ことをあらわすものと､｢巽｣であることをあらわすものの2種類に大別できる｡
(NlとN3が ｢同｣であることをあらわすもの)
24.先生と同郷の学生などには時たま座敷で同座する場合もあったが､彼等のいずれ
もは皆な私程先生に親しみを有っていないように見受けられた｡(こころ)
25･ほ乳類型は虫類は恐竜と同時代の生物だった｡(毎日1998/1/7朝刊 1面)
26･町には村と類似の自治組織があり､商人や手工業者である住民の営業や生産 ･暮
らしをささえた｡(日本史173)
(NlとN3が ｢異｣であることをあらわすもの)
27.例えば ｢おなか｣は ｢中｣とは別の意味で､｢腹｣の言いかえだ｡(敬語39)
28･私は再び商店街に出て､駅とは反対の方向に歩きはじめた｡(一瞬)
29.同じ怒るなら､何故見つけた時に言わないのだろう｡河晃の見かけと逆の女々し
旦に､猛烈に腹がたってくる｡(ブルー152)
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(d)N2が (動作名詞)の場合
N2が (動作名詞)の場合､Nlが､N2であらわされる動作をおこなうのに必要な相手を
あらわす｡
30.ところがオランダと係争中のインドネシアは､この空母は西イタリアの軍備強化
と示威のために派遣されたのだから､寄港を許すのはそのオランダの意図を援助する
敵対行為だという｡(毎日1960/9/4 社説)
31.｢まだお使方と全面戦争の状態だよ｣(魔術389)
次の例のN2は､動作ではなく状態をあらわしているが､N2で示される状態をつくるの
に必要な相手をNlが示している｡上に挙げたむすびつきと近い 0
32.先輩は食堂で菊さんと二人きりの空間を楽しむことができる筈だ｡(反乱180)
4.3,2.Nlが ｢ニ格｣の場合
(e)N2が (関係名詞)であるものと､(f)N2が (数量名詞)であるものの2種類がある｡
(e)N2が (関係名詞)であるもの
N2が (関係名詞)の場合､N3であらわされるものがNlであらわされる範囲 (集合)に
おいてN2で示される関係にあることをあらわす｡N2は ｢特有｣｢共通｣｢固有｣｢不可欠｣
のような第二形容詞と第三形容詞 4)の中間例が非常に多い｡下の例の場合 ｢特有な｣｢共
通な｣｢固有な｣｢不可欠な｣に言い換えることができる｡
33.内側の層は ｢キャッチ結合組織｣と私が呼んでいるもので､(略)棟皮動物に特有
些墾麹である｡(ゾウ191)
34.2人の対話の場合として考えれば､｢旧情報｣とは両者に共通の情報である｡(記号
164)
35.それだからこそ､他の何とも代替のきかない､そのブランドにのみ固有の ｢創造
された意味世界｣が生まれる｡(ブランド75)
36.人間に不可欠の空気に含まれているだけに外で突然､光化学スモッグに襲われた
ら避けられない恐ろしさがありますO(肺がん55)
72
(f)N2が (数量名詞)であるもの
N2が ｢1度｣｢1人｣のような (数量名詞)の場合､頻度､割合､計量の基準をあらわす
むすびつきをつくる｡
(頻度)
37.1時間に1本のバスに乗って､六時頃帰ってきた｡(閉29)
38.おフデちゃんは半年に1回の外泊を一生懸命待っている｡(閉180)
39.荘園 ･公領の中心地や交通の要地､寺社の門前などには､これらの物資を売買する
定期市がひらかれ､月に3度の市 (三斉市)もめずらしくなくなった｡(日本史105)
(割合)
40.1930-31年の官立高校では38人に1人の生徒が左翼活動で学校から処分を受けてい
たことになる｡(教養49)
41.兵役は､成年の男子3-4人に1人の割合で兵士が徴発された｡(日本史46)
(計量の基準)
42.100歳以上の長寿の方も､お猪口に何杯かの晩酌を楽しんでいるといいますし､あ
やかりたいことです｡(肺がん91)
4.3.3.Nlが ｢デ格｣の場合
(g)N2が (程度名詞)辛 (序数詞)であるものと､(h)N2が (時間名詞)のものの2
種類に分けられる｡
(g)N2が (程度名詞)や (序数詞)であるもの
下記に示すように､｢最初｣｢最古｣｢最高｣のような ｢最-｣という形の名詞が多く､
定型化した表現となっている｡同義語の ｢はじめて｣も ｢最初｣と同程度によく使われる｡
6節で後述するが､｢世界最古の文明｣のように､Nlの格助辞を省略できることもこの種
の連語の特徴である｡
43.中国の正史だけを読んでいると､中国というのは､古来､常にただ1人の正統の天
子をいただいて､天下のあり方は厳然として不変なまま存在し続けてきた､世界で最
古の文明である､ということになってしまう｡(歴史210)
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44.地球上で最初の歴史を書いたヘロドトス｡(歴史53)
45.世界で最大の1200兆円という個人金融資産を持ち､平均消費レベルとしては恐ら
く世界で トップクラスにある日本人｡(毎日1998/3/2朝刊 解説)
46.これ (『源氏物語』:著者注)は宮廷や貴族の生活を題材とした大作で､(略)国宝
学で最高の傑作とされている｡(日本史71)
47.この超低金利政策は橋本政権が0.5%という先進国で最低の公定歩合を続行してい
るにはかならないからだ｡(毎日1998/4/3朝刊 社説)
48.おりしも､連合国側の一角ロシアで1917年プロレタリア革命(ロシア革命)がおこり､
世界ではじめての社会主義国がうまれた｡(日本史297)
典型的な序数詞をN2にとったものには以下のようなものがあるO｢一番｣については､
一応 ｢-｣という数は入っているが､意味としては ｢最高｣と同義語である5)0
49.現加盟16カ国の中では5番目の批准となる｡(毎日1998/5/2朝刊 国際)
50.｢おばさん､札幌で一番の名医と言ったら､どこの医者なんでしょうね｣(塩狩峠)
また､Nlの格には ｢では｣｢でも｣のようにとりたて助辞がくっつくことも多い｡例52
のように､Nlが ｢でも｣のかたちをとると､Nlに､広い範囲を示す名詞や高い水準を示
す名詞をとって､母集団が多いにもかかわらず､また母集団の水準が高いにもかかわらず
N3がそのなかで上位にあるということをあらわす誇張した表現になる｡
51.その後､清が中国を統一して､康照帝 ･乾隆帝の時代には中国人による支配では
最大の領域をほこるに至った｡(日本史149)
52.今後､2010年には､65歳以上の老人が5人にひとり､全人口の20%をこえると予想
され､先進国のなかでも有数の高齢社会(少産少死型社会)になるといわれている｡(檎
理24)
(h)N2が (時間名詞)のもの
N2が (時間名詞)の場合､Nlで示される移動手段によって､N3で示される場所まで､
またはN3で示される距離を移動するのに､N2が示す時間が必要であることをあらわす｡
例55のように､出発点を表す ｢カラ格｣の名詞が共起することもある｡
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53･村は鎮守の杉林の陰に半ば隠れているが､自動車で10分足らずの停車場の燈火は､
寒さのためぴぃんぴぃんと音を立てて穀れそうに瞬いていたO(雪国)
54.車で四､五十分のところですから｡(閉257)
55･菅野洋子の故郷は､東京から特急で2時間ほどの地方都市だった｡(魔術41)
4Ⅰ3.4.Nlが ｢カラ格｣の場合
Nlが ｢カラ格｣をとる連語では､N2は大きく分けて､距離をあらわす数量名詞と時間
名詞の2種類に分かれる 6)｡そのうち時間名詞を､時間を幅でとらえる ｢期間名詞｣と､
点でとらえる ｢時点名詞｣の2つに分類し7)､(i)｢距離をあらわす名詞｣､(j)｢期間名
詞｣､(汰)｢時点名詞｣の3分類を中心にみていく｡
(i)N2が ｢距離をあらわす数量名詞｣であるもの
N2の典型例は｢3メートル｣｢2キロ｣のような場合である｡例58のように､方角を示す ｢へ
格｣の名詞がN2をかざることもある｡
56.重松はあのとき爆心地から2キロぐらいの横川町で頬を火傷したが､それでもまだ
こうして生きている｡(黒い雨)
57.弓状に組立てられた鉄の橋材は､岸から四五メートルぐらいの高さまで変色し､草
原に立つ橋脚台のそばに､背中から頭にかけて火傷している馬が､今にも倒れるので
はないかと思われる恰好で､がたがた震えながら立っていた｡(黒い雨)
58.この塩狩峠は､天塩の国と石狩の国の国境にある大きな峠である｡旭川から北へ
約30キロの地点にあった｡(塩狩峠)
N2が ｢3メートル｣のような典型的な距離をあらわす数量名詞でなくても､現実世界に
ある様々なものが距離をあらわす単位として使われている｡
59･髄純屋から4軒目か5軒目の家の焼跡で､かちんかちんと金槌の音を響かせて､茶
色に焼け錆びした大きな金庫を馨で整っている人がいた｡(黒い雨)
60･守はその足で､学校から2つ先の駅前にある大型スーパー､｢ローレル｣城東店に
向かった｡(魔術64)
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(j)N2が ｢期間名詞｣であるもの
N2が ｢期間名詞｣の連語は､さらに､(Nlが場所をあらわすもの)と くNlが時点をあら
わすもの)の2種に分かれる｡波線部分のように移動手段が示される場合が多い0
(Nlが場所をあらわすもの)
この場合､N2はNlとN3が示す場所の間を移動するための所要時間をあらわす｡
61.菅野洋子の故郷は､東京から特急で2時間ほどの地方都市だった｡(魔術41)
62･高木和子が現在勤めている ｢イースト興産｣は､JR新宿駅東口から徒歩5分ほど
些過重にあった｡(魔術38)
(Nlが時点をあらわすもの)
Nlが時点をあらわす場合､N3は形式名詞 ｢間｣が多い｡例64では､｢建国から1200年間｣
のように ｢の｣を省略することができる｡
63･死亡推定時刻は､昭和45年1月19日午後11時30分から1時間の間であった｡(新幹線
230)
64.7世紀の建国から1200年の間､日本は､海外の政治勢力といっさい正式の国交を持
ったことがない｡(歴史74)
(k)N2が ｢時点名詞｣であるもの
この場合､Nlは開始時点を､N2は終了時点を､N3は期間をあらわす名詞である｡
65.17世紀末から18世紀初めの元禄時代には､(略)(日本史194)
66.唐は､北朝から隔の時代にかけて発達してきた均田制､租庸調制を中心に､律令
法に基づく中央集権的な国家体制の充実をはかり､(略)(日本史38)
67.それでは次に､6歳から9歳の間に起こる一時的低下について考えてみましょう｡(右
利き24)
例68,69のように､期間をあらわす名詞に ｢後/前｣がついて､N2が全体として時点
をあらわすようになると､N3は､期間ではなく､時点をあらわす名詞しか許容しないよう
になる｡
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68.治安維持法が最初に適用されたのは､京都帝大などの社会科学研究会関係の学生
に対してであり､それは小樽高商事件から3ヵ月後の26年1月であった｡(教育108)
69.『古事記』は､本当は 『日本書紀』の完成から約100年後の平安朝の初期､9世紀初
めに作られた偽書であることは､あとでくわしく述べる｡(歴史70)
4.3.5.Nlが ｢ヨリ格｣の場合
この場合､N2は､高低､上下､遅速のような対義関係に関わる (相対名詞)に限定される｡
N3で示されるものがN2で示される状態､性質であると評価されるのに必要な基準をNlが
あらわす｡
70.実際また自分より年上の男をいたわる女の幼い母ぶりは､遠目に夫婦とも思われ
ようO(雪国)
71.東京のこの日朝の最低気温は平年よりやや高めの2.7度と穏やかだった｡(毎日
1998/1/7夕刊 1両)
72.丸山より2年遅れの1936年､東京帝大文学部東洋史学科に入学している｡(教養
154)
73.ドイツに至っては､統一ができたのは､日本の開国よりもあとの1871年 (明治4年)
だった｡(歴史79)
4.3.6.極めて使用頻度が少ない場合
Nlが ｢ヲ格｣｢マデ格｣｢へ格｣の連語は極めて使用頻度が少ない｡その原因として､
N2のタイプが大きく関与すると考えられる｡
｢AがBのC｣について考察した菊池 (1996)は､N2(B)については､｢～である｣
に言い換えられる名詞 (｢重病｣など)が最も基本的で完全に適格､｢～する｣に言い換え
られる名詞 (｢辞任｣など)は周辺的で成立が難しいと指摘している｡本調査でも､N2は｢～
である｣に言い換えられる名詞が圧倒的に多く､｢執筆｣｢航海｣などの (動作)をあらわ
す名詞 (いわゆるサ変動詞の語幹)がN2の位置にくることは極めて少なかった｡
N2に く動作)をあらわす名詞をとりにくいということは､N2が ｢～する｣に言い換え
られる名詞である連語については､Nlの格を示さずにNlとN2全体を複合名詞的にあらわ
すほうが自然であるという点からもうかがえる｡下の対となった例を比較されたい｡(こ
の点については6節で述べる｡)
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∫?米価が急騰の原因
l 米価急騰の原因
7伝統美術を育成の態度
伝統美術育成の態度
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つまり､N2は ｢～である｣に置き換えられる名詞が大部分であり､｢～する｣に置き換
えられる名詞がほとんど許容されないために､Nlが ｢ヲ格｣｢マデ格｣｢へ格｣のような､｢か
ざられ｣がほぼ動詞に限られる連語の用例数が最も少なくなっていると考えられる｡この
点に関しては､言語学研究全編 (1983)を参照されたい｡
以下は､Nlが ｢ヲ格｣の場合である｡例74の ｢執筆の｣は ｢執筆している｣､例75の ｢航
海中の｣は ｢航海している｣というように､動詞のシテイル形相当である8)0
74.本書を執筆の途中で､沖縄から東京に引っ越した｡(ゾウ222)
75.何海里か先を航海中の船に向かって､必死で呼びかけている｡(閉129)
次は､Nlが ｢へ格｣｢マデ格｣の場合であり､収集した用例の全てである｡
76.この塩狩峠は､天塩の国と石狩の国の国境にある大きな峠である｡旭川から基会
約30キロの地点にあった｡(塩狩峠)
77.いつも僕が会社へ通勤の途中､可部行の電車のなかでよく見かける中年すぎの神
父さんがいた｡(黒い雨)
78.耕作に用いる農具は刃先まで木製の鋤や鍬が用いられ､収穫は石包丁による穂首
刈りが行われた｡(日本史17)
5.特別な構文を持つ連語
4節では､Nlが ｢ガ格｣の場合は､N3のタイプが (形式名詞)的なものに制限されると
述べた｡しかし､Nlが ｢ガ格｣であっても､N3のタイプがそのような制限を受けず､実
質名詞である場合がある｡下記の2つのタイプである｡
タイプαにおけるN2｢オーナー｣は､N3｢ジム｣の修飾を受けないと外延を規定する
ことができず､意味的に充足しない名詞である｡一方､タイプβのN2は､典型的な (数量
名詞)である｡
タイプα:金子ジムは､元東洋フェザー級チャンピオンであり､網膜剥離で引退するま
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で6回の防衛を果たした金子繁治がオーナーのジムである｡(一瞬)
タイプβ:図には体長1ミリでレイノルズ数1の点を通り､傾きが2の直線をひいてある
が､大ざっばにみれば､飛ぶものも泳ぐものも､この直線に乗ってくるとい
えないこともない｡(ゾウ93)
本節では､西山 (2003)での考えを援用して､上のような例は､一見､4節で述べたこ
とと矛盾するように見えるが､そうではないことを述べる｡さらに､これらタイプα､β
の連語が､4節でいう (叙述性)の強い連語と弱い連語のいずれに属するかについても考
察する｡
5.1,タイプa｢金子繁治がオーナーのジム｣について
最初に､西山 (2003)の記述を確認するO まず､下の2例について考えたい0
79.カキ料理は､広島が本場だ｡
80.(その)ジムは､金子繁治がオーナーだ｡
例79は､いわゆる ｢カキ料理構文｣と呼ばれているものである｡研究者によってその解
釈は様々であるが､西山 (2003)では｢カキ料理構文｣を措定文のひとつと位置づけている｡
つまり､｢カキ料理｣によってふぐ料理でもカニ料理でもなくカキ料理を指し､それに ｢広
島が本場だ｣という属性を帰しているのである｡本稿もこの考えを支持し､これに従う｡
このカキ料理構文が､｢五嶋みどりはヴァイオリニストだ｣のような典型的な措定文と
異なるところは､カキ料理構文の述部 ｢広島が本場だ｣に (非飽和名詞)｢本場｣を含ん
でいる点である｡｢本場｣という語は､何の本場について言っているかが明らかでないか
ぎり意味を成さない｡よって､カキ料理構文とは､｢述部に (非飽和名詞句)を含んだ措
定文｣であると規定できる｡
以上が西山 (2003)の記述であるが､例80も､カキ料理構文と同様の構造を持っている｡
つまり例80は､｢(その)ジム｣によってある特定のジムを指し､それに ｢金子繁治がオ
ーナーだ｣という属性を帰している措定文であり､なおかつその述部 ｢金子繁治がオーナ
ーだ｣に (非飽和名詞)｢オーナー｣を含んでいるのである｡
例79､80の述部によって主語をかざると､本稿で言うタイプαの連語ができる｡
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ここで注目すべき点は､用例81､82の [Nl+N2]は く非飽和名詞句)を含んでいるため､
依然として意味的に充足していないということである｡[Nl+N2]は ｢広島がXの本場だ｣
｢金子繁治がⅩのオーナーだ｣のように､パラメータ値 Xがいまだ埋められていない不完
全な意味内容しか持っていない｡パラメータ値が定まっていないので､[Nl+N2]が修飾
成分となる場合､N3に必須的にパラメータ値を要求する｡よって､タイプαの連語におい
ては､N3は く非飽和名詞)であるN2のパラメータ値を示すということになり､N3には実
質名詞がくることになる｡この点が､4節で述べたタイプ①②との違いである｡
以下は全てタイプαの連語である｡いずれもN2が (非飽和名詞)､N3がそのパラメータ
値となっている｡(非飽和名詞)もいくつかのタイプに分かれるようなので､暫定的に分
けておく｡
A)(非飽和名詞)が肩書きをあらわすもの
83.金子ジムは､元東洋フェザー級チャンピオンであり､網膜剥離で引退するまで6回
の防衛を果たした金子繁治が1オーナーのlジムである｡(一瞬)
84.大阪市が建設費約3億円を全額補助し､小西容疑者が 理事長の 財団法人 ｢飛鳥会｣
が経営する公衆浴場 ｢パール温泉｣の入り口には､こんな注意書きが掲げられている｡
(朝日2006/5/28朝刊 社会)
B)(非飽和名詞)が何らかの関係的概念をあらわすもの
85.アメリカでは､タバコが｢扉国司呼吸器疾患のほか心臓疾患､肺がんなどで年間
400万人が死亡し､5万人が副流煙によって死亡しているということです｡(肺がん
45)
86.殺人に至らなくとも､敬語がほ っかけのl傷害事件､喧嘩程度なら他にもあるはず
であるO(敬語16)
87.今､世界的に問題になっているエイズも､この免疫の異常が 怖い病気です｡
(肺がん34)
88.2人1組が蘭画可 捜査だったが､彼らは一刻も早く冬本の申し立てのうらが取りた
かった｡(新83)
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89.ところがどういうわけか､こういった反ローマが｢哀蚕面1キリスト教が､392年に
なって､こともあろうにローマの国教になってしまった｡(歴史66)
90.｢より多くより賓沢に｣が GDPの (国内総生産)発想から､｢より便利によ
り安く｣時代が変わりつつあるようにみえる｡(毎日2000/3/5)
C)(非飽和名詞)がパラメータ値についての何らかの側面をあらわすもの
91.菊さんの作る生妻焼きが大好物の僕や､(略)(反乱104)
92.番に寮に入った頃､ガーデニングがl趣味のE先輩が隣の部屋にいて､(略)(反乱
86)
93.｢ブリッツ｣という葉子は､｢スティック状で持ちやすく､子供にも人気がある新
しいタイプのスナック菓子｣というのが うたい文句の商品で､(略)(ブランド17)
94.普遍的な歴史を書くのが 歴史家は､そんな議論に関わりあっている暇はな
い｡(歴史152)
95.｢だいたい今でさえ土のにおいが消えきらない頑丈だけが 取り柄の 成り上がり者
が公家の血を引く私より先に亡くなるはずありませんことよ｣(天才①280)
5.2.タイプβの連語 ｢傾きが2の直線｣について
5.1.と同様に､まず西山 (2003)の記述を確認する｡はじめに､下の2例を比較したい｡
96.今､車庫にある車は3台だ｡
97.東京タワーは300mだ｡
いずれも述語が (数量名詞)の くコピュラ文)であるが､(数量名詞)の性質は全く異
なっている｡
例96の ｢3台｣は､主語 ｢車庫にある車｣の数量をあらわす､典型的な (数量名詞)である｡
一方､例97の｢300m｣は､主語｢東京タワー｣の数量をあらわしているのではもちろんない｡
｢東京タワー｣の何らかの属性､ごく一般的な解釈では､｢高さが300mである｣という属
性をあらわしているのである｡奥津 (1983)等によれば､このような主要語のあらわす
もの自身の属性を意味する (数量名詞)は､例96のような通常の (数量名詞)と区別して､
｢属性Q｣とでも称されるものであるとされてきた｡
ところで､例97については､｢300m｣それ自身が ｢東京タワー｣の属性をあらわすわ
けではない｡ごく一般的な解釈では ｢東京タワーは高さが300mだ｣と受け取られるが､
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当然､｢幅が300mである｣｢バス停からの距離が300mである｣のように､｢高さ｣以外の
解釈も可能であろう｡つまり例97は､意味論的には下の意味内容しか持たず､Rに入る ｢高
さ｣等の語の補完はコンテクストに依拠する語用論的な作業なのである｡
98.(東京タワ弓ま､Rは300mだ)
例98全体では､｢東京タワー｣によって世界のある事物を指し､それについて ｢Rは
300mだ｣という属性を帰しているため､措定文の一種である｡但し､典型的な措定文と
異なるのは､述部 ｢Rは300mだ｣の部分が倒置指定文である点である｡この ｢Rは300
mだ｣の部分は､R (たとえば ｢高さ｣)によって世界のある事物を指し示し､それに ｢300
mだ｣という属性を婦しているのではなく (前述の通り ｢300m｣はそれ単独で属性を表
さない)､Rが ｢XがRである｣という命題関数を表し､そのXの値を ｢300m｣によっ
て補完している倒置指定文なのである｡ゆえに､Rは変項名詞句である｡
以上が西山 (2003)の記述である｡さて､例98のRに適当な値を補完して述部で主語
をかざると､下の連語ができる｡
99.高さが300mの東京タワー
これは､下に示す本稿のタイプβの連語と同じ構造を持っている｡
100.傾きが2の直線
｢高さは300mだ｣と同様に､｢傾きは2だ｣は､変項名詞句 ｢傾き｣の値を ｢2｣によっ
て埋めていると考えることができ､｢傾きは2だ｣全体で倒置指定文の構造をつくっている｡
ここで重要な点は､例99の (数量名詞)｢300m｣が主要語 ｢東京タワー｣の数量を示
す典型的な (数量名詞)ではなく､スロットRとくみあわさって､主要語の属性を示す ｢属
性Q｣とでも呼ぶべきものであったことである｡例99と構造が同じである例100において
も､(数量名詞)｢2｣は､主要語 ｢直線｣の数量をあらわしているのではなく､R ｢傾き｣
とくみあわさって ｢直線｣の属性をあらわしている｡｢属性Q｣は､それによってあらわ
すべき主要語を要求する｡よって､タイプβのような連語では､N3には､｢『属性Q』によ
ってあらわされる名詞｣という統語的な制約しか与えられず､実質名詞になる｡
以下はタイプβに属すると思われる連語である｡Nlの格助辞を省略して ｢傾き2の直線｣
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のように､[Nl+N2]を複合名詞化できるものが多い｡
101.図には体長1ミリでレイノルズ数1の点を通り､傾きが2の直線をひいてあるが､大
ざっばにみれば､飛ぶものも泳ぐものも､この直線に乗ってくるといえないこともな
い｡(ゾウ93)
102･中山によれば､集団就職で東京に出てくる中学生のほとんどは､従業員が29人以
下の町工場がおもな働き口だったO(空港にて82)
103.当時は､証券会社の経営破たん時に顧客資産を保護する枠組みとして､1杜当た
りの補償額の上限が20億円の財団法人 ･寄託証券保証基金があるだけだった｡(毎日
1998/6/2朝刊 経済)
5.3.タイプα､βの (叙述性)の程度
4節において (叙述性)の程度差について述べたが､タイプα､βの2種類の連語につ
いてはどうであろうか｡本稿の考えでは､(叙述性)の弱いタイプ③のうちの､非典型的
な連語であると思われる｡Nlが ｢ガ格｣をとるという点ではタイプ⑦と同じなのだが､タ
イプ③の特徴である ｢N2の名詞のタイプが制限される｣､｢N3は [Nl+N2]である｣とい
う構造になる｣､｢N2のとる形は ｢の｣に限られ ｢である｣にはならない｣を備えているた
めである｡
6.複合名詞化について
4節では､Xを任意の格として ｢NIXN2のN3｣という形の (叙述性)を持つ連語につい
て述べてきた｡ところで､この連語に非常に近いものとして､以下のようなものがある｡
A)それは､一家の柱としての自覚によるものだったろうか､青年特有のみずみずしい
壇塵のためでもあったろうか｡(塩狩峠)
B)こうして世界最初の一神教王国が誕生したO(歴史63)
A)では ｢青年長特有のみずみずしい情感｣､B)では ｢世界竺最初の一神教玉置｣が
もとの形で､そこからNlの格助辞が省略されて､NlとN2が (複合名詞化)したものと考
えられる｡以下､本節ではこの種の連語についてみていく｡その際､(複合名詞化)し､
一語となってはいるものの､｢NIJ｢N2｣に相当すると考えられる部分に対してこの用語
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を用いる｡以下､用例を挙げる際には､省略されていると考えられるNlの格助辞を ( )
内に補って示す｡
(複合名詞化)が起こるのは､以下に述べる4種類である｡A)､B)は上の用例と対応
させてある｡
A)｢青年 (に)特有のみずみずしい情感｣の場合
これは4節で述べた下位タイプ (e)に相当するものである｡但し (e)ではN2の名詞
にはあまり偏りが見られなかったが､タイプA)では､｢共通｣などよりも ｢特有｣｢独自｣
｢固有｣｢独特｣のような､独自性を強調する意味を有する名詞に偏っている0
104.かなの日記は紀貫之の 『土佐日記』を最初とするが､日記にも宮廷女性の手にな
るものが多く､女性 (に)特有のこまやかな感情がこめられている｡(日本史71)
105.渋川春海(安井算哲)は､中国の暦をもとに当時用いられていた暦の誤差を修正して､
日本 (に)独自の暦をつくった (貞享暦)｡(日本史198)
106.だから､｢民族｣は日本 (に)独特の観念で､ヨーロッパにも､アメリカにも､日
本語の ｢民族｣にあたる語菜はない｡(歴史165)
107.しかし､自分 (に)固有の生き方 (アイデンティティ)を確立することは､容易
なことではない｡(倫理36)
108.今日､人権は､世界 (に)共通の達成目標となっている｡(公民10)
B)｢世界 (で)最初の一神教王国｣の場合
4節で述べた下位タイプ (g)に相当するものである｡(g)と同じように､以下の傾向
が見られる｡i)については､むしろNlの格助辞を示さないほうが多い｡
i)N2は､典型的な序数詞よりも ｢最初｣｢最大｣｢有数｣のような形式が多い｡
i)特にN2には ｢最～｣という形の語が多く､なかでも歴史を扱った評論文での ｢日本
最大の｣｢世界最初の｣のような使われ方が非常に多い｡
109.この年に､大津の宮で即位した天智天皇は､日本 (で)最初の成文法典 『近江令』
を制定し､そのなかで ｢明神御字日本天皇 (あきつきかみとあめのしたしろしめすや
まとのすめらみこと)｣という正式の称号を規定した｡(歴史180)
110.彼は20世紀 (で)最大の天才といわれる人で､世界最初のコンピュータを設計す
るやら､｢ゲームの理論｣というのを思いつくやら､大車輪の活躍をした人だ0(構造
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151)
111.ヤクル トが4連勝で貯金を今期 (で)最多の3とした｡(朝日2006/5/28朝刊 スポ
ーツ)
112.同空港は､国際線と国内線がある中東 (で)有数の大規模空港で､(略)(朝日
2006/5/25朝刊 一面)
113.この2つともにアメリカ (で)随一の人気ジャズバンドであり､ジャズの目玉とし
て絶対欠かせないものだった｡(新幹線52)
C)｢直径 (が)5cmの円｣の場合
これは､5節で述べたタイプβに相当するものである｡自然科学分野の評論文では ｢傾
き2の直線｣｢濃度30%のエタノール｣｢密度10g/cniの岩石｣のような形で頻繁に用いら
れる｡
114.故竹下登元首相の銅像が､島根県雲両市の実家近くの公園に完成し､27日､旧竹
下派の国会議員らが集まって除幕式が開かれた｡高さ (が)約2.2メートルの全身像｡
(朝日2006/5/28朝刊 社会)
115.長さ (が)1メートル前後の丸太ン棒にロープをつけて､鰐の出そうな河っぶちに
立って､鰐があらわれたら､そろっそろっと逃げるのである｡(ブンとフン)
116.体長 (が)1ミリ程度の動物達は､他のサイズのものには真似のできない､ちょっ
としたトリックを使うことができる｡(ゾウ94)
117.橋に沿うて川を渡した直径 (が)50センチの水道管もへし折れて､あんぐり口を
あけて管のなかが奥まで見えていた｡(黒い雨)
118.全体の9割をしめる管轄人口 (が)30万人未満の消防本部の解消を視野に入れて
おり､今後､消防版 ｢平成の大合併｣が全国で繰りひろげられることになる｡(朝日
2006/5/28朝刊 一面)
D)｢新将軍 (が)就任の慶賀｣の場合
菊池 (1996)では ｢NlがN2のN3｣という形の連語では､N2のタイプについて､次の順
でより周辺的になるとされている｡
1系 (｢である｣に置き換えられる名詞)>2系 (｢～する｣に置き換えられる名詞)>
3系 (｢助詞+述語｣に置き換えられる名詞)
本研究の結果からも､N2が1系でないものはやはり許容度が低く､Nlの格助辞を示さな
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いほうが自然である｡この場合､例119-121のようなNlが ｢ガ格｣相当のタイプ､例
122-125のような ｢ヲ格｣相当のタイプ､例126､127のような ｢ニ格｣相当のタイプが
ある｡
119.来日の名目は新将軍 (が)就任の慶賀が過半をこえた｡(日本史178)
120. また物価 (が)騰貴の原因は､十組問屋などの株仲間が上方市場からの商品の流
通を独占しているためと判断して､株仲間の解散を命じた｡(日本史212)
121.著者 (が)収集の豊富な図版も貴重｡(朝日2006/5/28朝刊 読書)
122. しかし同時に､学制時代の教育政策は､しだいに国家主義 (を)重視の方向へと
改められてゆき､1890(明治23)年に発布された教育に関する勅語 (教育勅語)に
よって､忠君愛国が教育の基本であることが強調された｡(日本史286)
123. 1177(治承元)年､後白河法皇の近臣藤原成就 ･僧俊寛らが､京都近郊の鹿ヶ谷
で平氏 (杏)打倒のはかりごとをめぐらし､失敗する事件がおこった｡(日本史87)
124. だが､生存者 (を)救出の作業は芳しくなかった｡(黒い雨)
125. (略)受信者は (略)発信者がメッセージ (を)作成の際に想定していたと思わ
れる ｢コード｣を逆算的に推定していることになる｡(記号49)
126.対象を1927(昭和2)午 (に)創刊の岩波文庫に蔽って､そこに占める翻訳書の
割合を同じように追跡してみよう｡(教養164)
127. どこのジムにも必ずある姿見用の大鏡の上を見ると､金子ジム (に)所属のプロ
ボクサーの名札が貼ってあった｡(一瞬)
7.まとめ
以上本稿では､｢NIXN2壬の/であるとN3｣という連語における (叙述性)とその程度
差について議論を進めてきた｡全体をまとめると､p.87の 【表2】のようになる｡
①まず､｢母親が先生であること｣のように (名詞節)である場合には､｢母親が先生の
こと｣とは言いにくい｡この場合､Nlは ｢ガ格｣に限定されており､(叙述性)が最
も強いと考えられる｡
(参 ｢父が左利きである場合｣｢彼が十八歳だった時｣のような場合には､｢父が左利きの
場合｣｢彼が十八歳の時｣のように言えることから､(叙述性)が相対的に弱まっている｡
Nlは ｢ガ格｣に限定されているが､N3が ｢場合｣｢時｣のように､(形式名詞)では
あっても､｢こと｣よりも実質的意味をもっていることが関係していると思われる｡
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③さらに､｢先生と同郷の学生｣｢世界で最古の文明｣のような場合には､｢先生と同郷
である学生｣｢世界で最古である文明｣とは言いにくく､(叙述性)が弱いと考えられ
る｡この場合の特徴は､N2が ｢ガ格以外｣であること､そしてN3が (実質名詞)で
あることである｡
④なお､｢太郎がオーナーのジム｣｢高さが300mの東京タワー｣のような場合には､｢太
郎がオーナーであるジム｣｢高さが300mである東京タワ ｣ーとは言いにくく､③と同
様に(叙述性)が弱いと考えられる｡Nlが｢ガ格｣であっても､①②の場合とは違って､
N3が (実質名詞)であることが特徴である｡
このように､(叙述性)が強いものから弱いものへと移り変わるにしたがって､Nlの格
は ｢ガ格｣から ｢ガ格｣以外へ､N3のタイプは (形式名詞)から (実質名詞)へというよ
うに､連続的に変化しているのがわかる｡さらに､西山のタイプAも【表2】に付け加えると､
この場合は､(叙述性)がないことが分かる｡
｢NのN｣における (叙述性)については西山 (2003)等で指摘されてはいたが､連語
のタイプや (叙述性)の強弱については今まで指摘されてこなかった｡(名詞)と (名詞)
の連語における (叙述性)について､｢～である｣といった関連表現も含めながら､その
連続性を明らかにできた点に､本研究の意義があると考えられる｡
と同時に､｢｢(名詞)の｣における (叙述性)とはなにか｣をもう一度突き詰めて考え
直す必要があると思われる｡TVニュースや新聞では圧縮された表現として､｢昨年に亘型
が中国訪問の際には｣｢昨日専門委員会で協議の末｣のように､N2が動作名詞であって ｢～
スル/シタ｣に相当する場合も見られる｡これらの点については､今後に期したい｡
｢名詞+の｣における叙述性の一考察
【表2】｢NIXN2のN3｣における (叙述性)
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? ??????
N2の形式 N1の格 N3のタイプ
N1が N2匪 /であるi N3Z ガ格 (形式名詞)
母親が 先生である こと ･｢こと｣
Nlが N2め /である圭 N3E ガ格 (形式名詞)父が 左利きiの/であるi 場合 ･｢場合｣｢証拠｣
彼が 18歳iの/だったi とき ･rとき｣｢ころ｣
N1(ガ格以外)N2iの/葦あるーiN3f ガ格以外 実質名詞(形式名詞も可)
先生と 同郷の 学生
棟皮動物に 特有の 組織
世界で 最古の 文明
爆心地から 2キロの 横川町
自分より 年上の 男
(何海里か先を航海中の 船 )
(刃先まで 木製の 鋤や鍬 )
(北へ 約30キロの 地点)
N1が N2め/葦ある呈 N3 】 ガ格 実質名詞※N2は く非飽和名詞)又は ｢属性Q｣
太郎が オーナーの ジム
NI N2め/であるを N3 l /実質名詞太郎の ジム
???
?
???
【注】
1)益岡隆志 ･田窪行則 (1992)0
2)タイプ①の派生的な例として､以下のようなものも少数ながら見られた｡N3は ｢原因｣｢理由｣｢保証｣
のような名詞である｡下の例1の場合は ｢この少年が左手利きの原因｣と言い換えることができて､タ
イプ①と同じである｡しかし､例2､3では ｢彼が神の理由｣｢人間の見つけた ｢真理｣が ｢本当｣の真
理の保証｣とは言いにくい｡これらを､4.2.で述べるタイプくさの (a)に入れてもよいが､いずれに
しても､タイプ①とタイプ(勤の連続性を示すケースとして位置づけられるO
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1 したがって､この少年が左手利きである原因は､脳の左右が入れ替わったためではなく､左半球
の形成異常によると考えるべきでしょう｡(右利き194)
2 恐らくモオツァル トは正しいo彼の言う方が正しいo併し､彼が神である理由が何処にあろう｡
やがて､音楽の霊は､彼を食い殺すであろう｡明らかな事である｡(モオツアル ト)
3 そこで､人間の見つけた ｢真理｣が ｢本当の｣真理である保証はどこにあるか､という問題にな
ったわけだ｡(構造144)
3)｢赤い｣｢元気な｣は､それぞれ ｢形容詞｣｢イ形容詞｣､｢形容動詞｣｢ナ形容詞｣と言われることが多い｡
本稿では､鈴木垂幸 (1972)等に従って ｢第1形容詞｣｢第2形容詞｣としているOこれを踏まえて､村
木 (1998,2000,2002,2003)では､｢がらがらの｣｢ひとかどの｣のようなものを ｢第3形容詞｣と考え
ることを提起している｡理由は､形式的には ｢～の｣であるが､名詞と違って､格体系をもたないから
である｡
4)注3)を参照されたい｡
5)井上 (2001)では､｢デ格｣の (数量名詞)にあらわれる｢1｣についてその特殊性を指摘しており､｢一
発で合格する｣｢一度で覚えられる｣のように副詞化したものや ｢一目でわかる｣｢一口でたべる｣のよ
うに慣用句化したものがあって､両者の間には中間的な例も多く存在しているとされている0
6)本文で挙げているもののほか､下のような用例も見られた｡
･着る布はX芸品のうちで寿命の短い方にしても､大切にあつかえば50年からもっと前の綿が色も観
せないで着られるが､こうした人間の身の添い馴れは縮ほどの寿命もないなどとぼんやり考えてい
ると､(略)(雪国)
･なぜかというと､そういう族祖伝動 ま､『日本書剛 の仁徳天皇 (の御代:著者注)から後の時代には､
ほとんどないからだ｡(歴史105)
7)井上 (2001)でも同様の分類をおこなっている0
8)用例は得られなかったが､例えば､｢司会を担当の (=担当する)方は､開演の1時間前に会場に来
てください｣のように､内省では､動詞のスル形も同様の役割をになう事ができると思われる｡
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